
少
々
傷
み
困
っ
て
い
た
。
引
率
者
の
配
慮
で
、
今
日
は
馬
車
に

乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
助
か
っ
た
。
出
発
後
、
隣
で
寝
て

い
た
軍
曹
ら
し
い
人
が
棟
木
の
下
敷
き
と
な
り
死
亡
さ
れ
た
と

聞
き
、
こ
の
事
情
が
ど
う
し
て
留
守
宅
家
族
に
伝
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
と
思
っ
た
。
名
前
も
わ
か
ら
ず
行
方
不
明
の
ま
ま
に
さ

れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
誠
に
申
し
訳
な
く
残
念
に
思
い
ま

す
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

引
揚
げ
―
帰
国

昭
和
二
十
一
年
九
月
十
六
日
、
北
安
に
て
日
本
人
引
揚
げ
が

定
ま
り
出
発
す
る
。
健
康
体
組
が
一
日
早
く
出
発
さ
れ
た
が
、

途
中
、
綏
化
駅
よ
り
鶴
岡
炭
鉱
へ
回
さ
れ
、
七
年
間
以
上
も
帰

国
が
遅
れ
、
多
数
の
死
亡
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

九
月
三
十
日
、
錦
州
駅
に
着
い
て
か
ら
、
半
月
間
乗
船
待
ち

し
、
十
月
十
七
日
よ
う
や
く
出
発
し
た
。
葫
蘆
島
着
、
待
ち
に

待
っ
た
「
ダ
モ
イ
」
の
日
が
来
た
。
過
ぎ
去
っ
た
軍
隊
生
活
、

戦
争
、
ソ
連
抑
留
、
満
州
逆
送
を
思
い
出
し
た
。

葫
蘆
島
を
最
後
に
母
国
日
本
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
船
の
船
員

の
、
郷
里
彦
根
市
出
身
の
平
塚
六
雄
氏
に
出
会
っ
た
。
初
対
面

で
あ
っ
た
が
戦
後
日
本
の
状
況
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
船
は
間
違
い
な
く
博
多
に
入
港
し
日
本
上
陸
だ
か
ら
安
心
す

る
よ
う
、
こ
こ
で
初
め
て
真
実
の
言
葉
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。

十
月
二
十
三
日
上
陸
、
復
員
手
続
き
を
終
わ
る
。

昭
和
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
、
帰
宅
す
る
。
家
族
、
母
、

妻
、
長
男
、
全
員
無
事
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

ソ
連
と
の
開
戦
、
二
站
陣
地
に
爆
雷
を
背
負
っ
て
敵
戦
車
に

体
当
た
り
し
爆
破
し
た
勇
士
、
終
戦
を
知
ら
ず
。
肉
攻
戦
に
生

命
を
捧
げ
た
戦
友
、
帰
国
を
前
に
し
て
亡
く
な
っ
た
無
名
の

方
々
、
戦
友
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
八
月
十
五
日
　
五
十
五
年
目
の
終
戦
の
日
　
記

所

感
　 

京
都
府
　
毛
呂
嘉
一
　 

私
の
出
生
地
は
網
野
町
で
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
生
ま

れ
で
、
十
一
年
兵
で
あ
る
。
私
の
学
歴
は
小
学
校
の
高
卒
で
あ

る
が
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
大
学
入
試
資
格
を
と
り
、
そ
の
後
近



大
の
通
信
制
に
進
み
ま
し
た
が
、
途
中
、
本
校
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
を
残
し
て
退
学
し
ま
し
た
。

以
上
が
私
の
学
歴
で
あ
り
、
職
業
も
最
終
的
に
は
織
物
を
加

工
す
る
会
社
に
七
十
歳
前
ま
で
勤
め
、
退
職
後
は
も
っ
ぱ
ら
好

き
な
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
私
の
何
よ
り
の
生

き
が
い
で
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
次
に
私
の
兵
役
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
最
初

は
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
支
那
事
変
勃
発
後
間
も
な
く
、

九
月
一
日
、
福
知
山
二
十
連
隊
の
留
守
部
隊
、
当
時
、
佃
、
志

摩
両
中
佐
の
配
下
と
し
て
第
二
機
関
銃
中
隊
の
所
属
と
な
り
、

翌
年
九
月
、
中
支
で
活
躍
中
の
大
野
部
隊
よ
り
南
部
部
隊
に
変

わ
っ
た
直
後
、
補
充
兵
と
し
て
当
時
の
大
別
山
の
追
討
作
戦
に

参
加
し
、
翌
十
四
年
八
月
八
日
、
内
地
へ
部
隊
凱
旋
し
ま
し

た
。
二
度
目
の
応
召
が
あ
っ
た
の
は
大
東
亜
戦
争
の
さ
な
か
の

十
九
年
三
月
で
、
京
都
の
深
草
の
連
隊
で
、
そ
の
後
八
月
十
五

日
、
択
捉
島
守
備
隊
で
あ
る
三
原
部
隊
に
編
入
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
す
ぐ
、
択
捉
島
で
終
戦
を
迎
え
た
。

終
戦
前
ま
で
の
日
米
決
戦
の
模
様
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
知
る

限
り
、
圧
倒
的
に
米
軍
有
利
の
中
、
日
本
軍
の
玉
砕
が
相
次
ぐ

あ
り
さ
ま
で
、
我
々
も
当
然
米
軍
の
上
陸
か
と
思
わ
れ
て
い
た

が
、
来
た
の
は
米
軍
で
は
な
く
て
ソ
連
軍
で
、
そ
れ
は
八
月
二

十
八
日
で
あ
っ
た
。

捕
虜
と
な
っ
た
我
々
が
ソ
領
の
沿
海
州
の
ポ
ー
ト
ワ
ニ
ナ
港

に
輸
送
さ
れ
た
の
は
九
月
十
九
日
で
、
そ
こ
よ
り
ま
た
貨
物
列

車
で
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
ム
リ
ー
地
区
収
容
所
に
送
ら
れ

た
が
、
仮
兵
舎
で
一
夜
を
明
か
し
た
と
き
、
ダ
ニ
が
上
か
ら
ポ

タ
ポ
タ
顔
の
上
に
落
ち
て
く
る
の
で
、
そ
の
防
御
に
一
苦
労
し

た
。
ま
た
沿
海
州
の
冬
は
厳
し
く
、
零
下
何
十
度
の
極
寒
に
さ

ら
さ
れ
、
ノ
ル
マ
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
重
労
働
を
課
せ
ら

れ
、
食
事
は
毎
日
黒
パ
ン
一
個
、
夜
だ
け
ス
ー
プ
が
あ
る
と
い

う
食
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
私
も
す
き
腹
に
耐
え
ら
れ
ず
、

な
け
な
し
の
時
計
と
か
万
年
筆
等
を
パ
ン
や
煙
草
と
交
換
し
、

飢
え
を
凌
ぐ
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

私
達
の
主
な
作
業
は
、
松
の
木
の
伐
採
と
か
貨
物
列
車
の
荷

の
積
み
お
ろ
し
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
建
築
作
業
場
の
れ
ん
が

積
み
と
か
、
糧
秣
倉
庫
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
選
別
等
の
仕
事
も

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ソ
連
の
女
囚
人
も
働
い
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
苦
労
も
や
が
て
消
え
る
と
き
が
来
た
。
そ



れ
は
オ
ッ
ペ
検
査
で
「
オ
カ
」
に
な
り
入
院
で
き
た
こ
と
で
、

毎
日
ベ
ッ
ド
の
上
で
寝
た
り
食
事
が
で
き
て
、
ま
る
で
地
獄
か

ら
天
国
へ
来
た
心
地
が
す
る
ほ
ど
気
楽
な
身
分
に
な
れ
た
か
ら

だ
。
ま
た
帰
国
一
、
二
年
前
に
は
抑
留
軍
人
に
よ
る
楽
団
演
奏

会
な
ど
の
慰
問
も
受
け
た
り
、
ま
た
帰
国
前
の
ナ
ホ
ト
カ
で
野

球
試
合
を
や
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
こ
で
巨
人
軍
の
水
原
選
手

が
投
手
と
し
て
登
板
相
手
チ
ー
ム
は
だ
れ
も
打
て
な
か
っ
た
こ

と
を
聞
か
さ
れ
た
。

私
達
は
思
い
出
と
深
い
絆
を
後
に
昭
和
二
十
四
年
八
月
、
無

事
ナ
ホ
ト
カ
よ
り
舞
鶴
港
へ
上
陸
、
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。

ソ
連
軍
侵
攻
そ
し
て
抑
留
　 

京
都
府
　
小
西
源
吉
　 

出
生
か
ら
入
隊

京
都
府
竹
野
郡
丹
後
町
上
野
（
旧
竹
野
郡
下
宇
川
村
上
野
）

に
て
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
二
月
四
日
生
ま
れ
る
。
下

宇
川
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
。
卒
業
後
は
間
人
バ
ス
会
社
に

入
社
。
父
、
母
は
弟
出
産
後
死
亡
、
兄
夫
婦
と
自
分
の
四
人
。

ソ
連
軍
侵
攻
前

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三
月
十
日
、
満
州
国
新
京
（
長

春
）
南
嶺
、
関
東
軍
自
動
車
第
一
連
隊
第
四
中
隊
に
現
役
兵
と

し
て
入
隊
。

在
隊
中
の
主
な
行
動
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
、
支
那
浙
■
作
戦
、
熱

河
討
伐
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
部
隊
よ
り
陸
燃
四
平
本
部
に
転
属
し
、

勤
務
は
関
東
軍
司
令
部
に
い
た
（
第
四
課
）

。
そ
の
後
出
張
所

が
設
け
ら
れ
た
。
人
員
八
人
。

ソ
連
軍
侵
攻

ソ
連
軍
は
八
月
九
日
、
満
州
に
侵
入
し
た
の
で
、
新
京
出
張

所
を
閉
ざ
し
て
四
平
本
部
に
引
き
揚
げ
る
。
関
東
軍
司
令
部
で

は
書
類
を
燃
や
す
煙
が
各
所
に
上
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
人

員
と
荷
物
を
積
ん
で
南
下
し
た
。
道
中
、
野
戦
貨
物
廠
の
前
の

通
り
は
満
人
が
食
糧
の
奪
い
合
い
で
、
走
る
の
に
苦
労
し
た
。

四
平
本
部
は
作
業
中
止
。
部
隊
長
、
少
将
小
川
団
吉
閣
下
は

会
議
に
出
席
で
不
在
。
各
部
の
将
校
の
指
揮
に
従
っ
て
行
動
し




